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日本の製鉄技術史と産業遺産 
黒岩 俊郎 
じめに 
の目的・範囲など 
、社研月報 No488、「私と科学技術史と専修大学など」で記したように、専大にくる前に
術庁資源局在職中、見てまわった企業は 200 社をこえるが、出張する際、必ず「技術史」
を見て廻った。また専大にきてからも大学からもらう研究費はほぼ出張調査にあてた。
膨大な写真や資料など私の手元に残っている。これを少しでも生かし「論文」を書こう
たのが執筆の動機である。 
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